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2024 年 12 月 6 日 

国立大学法人三重大学 

株式会社日立国際電気 

デクセリアルズ フォトニクス ソリューションズ株式会社 

株式会社 KDDI 総合研究所 

東洋電機株式会社 

 

世界初、鈴鹿サーキットで 4K 非圧縮マルチチャネル映像の光無線伝送に成功 
～光ファイバの敷設が困難な場所で 100Gbps の大容量通信を実現～ 

 

 国立大学法人三重大学（代表提案者、本部：三重県津市、学長 伊藤正明、以下、三重大学）、株式会社

日立国際電気（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員 佐久間嘉一郎）、デクセリアルズ フォトニ

クス ソリューションズ株式会社（本社：栃木県下野市、代表取締役社長 林部 和弥）、株式会社 KDDI 総
合研究所（本社：埼玉県ふじみ野市、代表取締役所長 中村 元）、東洋電機株式会社（本社：愛知県春日

井市、代表取締役社長執行役員 松尾 昇光、以下、東洋電機）は、2024 年 10 月 27 日（日）、三重県鈴

鹿市の鈴鹿サーキットで撮影した 4 チャネルの非圧縮 4K 映像を、オールオプティカル型光無線伝送シス

テムと光ファイバ伝送システムを経由して 55km離れたケーブルテレビ事業者の社屋までライブ伝送する

フィールド実証（以下、本実証）に成功しました。既設光ファイバを含む実フィールドで光無線技術を使

った 4K 非圧縮マルチチャネル映像の伝送（100Gbps の通信）は世界初※です。（図 1） 

本実証では、放送・通信事業者による商用化を想定したネットワーク構成で映像を伝送しました。今回

の成果により、サーキットなどの光ファイバの敷設が困難な場所から、迫力のあるモータースポーツなど

の多視点・高精細映像を視聴者へ届けることが可能になります。 

 

 

図 1 フィールド実証イメージ図 

 

本実証は、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT（エヌアイシーティー））の「革新的情報通信技

術（Beyond 5G(6G)）基金事業」委託研究「Beyond 5G 超大容量無線ネットワークのための電波・光融合

無線通信システムの研究開発」（JPJ012368C00501）の一環として行いました。また、ホンダモビリティ

ランド株式会社鈴鹿サーキットおよび株式会社シー・ティー・ワイ（以下、シー・ティー・ワイ、三重県

北東部をエリアとするケーブルテレビ事業者）の協力により実現することができました。 

 

※2024 年 12 月 4 日 株式会社 KDDI 総合研究所調べ 
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１．本実証の概要 

これまで 5 者は、「臨時に大容量回線を必要とし、かつ光ファイバの敷設が難しいイベントなど」での利

用を目的として、光無線技術を含む電波・光融合無線技術の研究開発を進めてきました。今回、東洋電機

が開発したオールオプティカル方式光無線トランシーバ（以下、本光無線トランシーバ）を使って本実証

を行いました。 

 

(1)実証日：2024 年 10 月 27 日（日） 

(2)実証場所：鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市） 

(3)実証内容（図 2） 

・本光無線トランシーバを逆バンクコーナー付近（拠点①）とそこから見通すことができる 350 m 離 

れたグランドスタンドの屋上（拠点②）にそれぞれ設置 
・拠点①で撮影した 4 チャネルの非圧縮 4K 映像（12G-SDI）信号を、商用サービスに用いられる IP 
伝送規格に則って単一のフレームに変換した後、拠点②まで光無線で伝送 

・光ファイバ伝送システムを介して 55 km 先のシー・ティー・ワイの社屋（拠点③）へ伝送し、多視 

点の高品質映像を再生 

 

図 2 フィールド実証実験ネットワーク構成概略図 

 

(4)本実証の特徴 

・独自開発した光信号と電気信号の相互変換を行わない光無線トランシーバを使い、電気信号に変換す 

ることなく光信号のまま光ファイバ伝送システムと光無線伝送システムを接続させることで、光ファ 

イバが敷設されていない場所から遠方地へ 100Gbps の通信を実現しました。 

・放送・通信事業者による商用サービスを見据えたネットワーク構成で実証を行いました。 

 

２．本光無線トランシーバについて 

光無線伝送システムは、光ファイバが敷設されていない区間で一時的に臨時回線を設営する際に利用さ

れています。従来は、光信号と電気信号の相互変換を行う方式を採用した光無線トランシーバが使用され

てきました。この接続方式の伝送容量は 0.1～10 Gbps 程度であり、6G 時代に求められる性能を満たすこ

とができませんでした（図 3（a））。このたび、東洋電機が開発した本光無線トランシーバは、高速・高精

度に光信号を自動追尾する機能を搭載し、光ファイバのコアから出射された光をそのまま対向側の光ファ

イバのコアに入射させるオールオプティカル型の接続方式を採用しました（図 3（b））。この接続方式では、

伝送信号のフォーマットやビットレートに依存せずに通信が可能で、既設のシングルモード光ファイバ間

をシームレスに接続することが可能です。この特長により、従来型の光無線トランシーバと比較して、大

容量通信を可能にしました。また、光信号と電気信号の相互変換を行わないため、消費電力や遅延を削減

できます。 

IPゲートウェイ：4本の12G-SDI信号を
1チャネルの100GbEフレームに変換

4Kカメラ×4台

拠点➊ 拠点➋

拠点➌

SW

簡易モニタ

4Kモニタ 4台

IPゲートウェイ：100GbEフレーム
から4×12G-SDI信号を抽出

SW

SW

光ファイバ伝送 55km

光無線伝送

350m※SW:: イーサネットスイッチ



 

 3 / 3 
 

 
図 3 光無線トランシーバの構成概略図：(a) 従来型、(b) オールオプティカル型 

 

３．お問い合わせ先 
国立大学法人三重大学 
 大学院工学研究科 電気電子工学専攻 高周波メタフォトニクス研究室 
  E-mail: murata@elec.mie-u.ac.jp 

 
株式会社日立国際電気 
 プロダクト本部 製品開発第二部 
電話 042-322-3111(代表) 

 
デクセリアルズ フォトニクス ソリューションズ株式会社 
デクセリアルズ株式会社 経営管理本部 広報・IR 部 広報課 
電話 03-3538-1230（代表）  Email：press@dexerials.com 

 
株式会社 KDDI 総合研究所 
 コーポレート推進部 

URL：https://www.kddi-research.jp/inquiry.html 
 
 東洋電機株式会社 
  R&D センター 
  E-mail：sales_infomk@toyo-elec.co.jp 

 
 

＜デクセリアルズ株式会社 会社概要＞ 
当社は、スマートフォンやノートパソコンをはじめとするエレクトロニクス機器、電装化が進む自動車に
欠かせない電子部品、接合材料や光学材料など機能性材料の開発・製造・販売を手掛けています。また、
さらなる成長と持続可能な社会の実現に貢献していくための起点として、2024 年 5 月に、「Empower 
Evolution. つなごう、テクノロジーの進化を。」を自社のパーパス（経営理念と企業ビジョン、パーパス 
| 会社情報 | デクセリアルズ株式会社 (dexerials.jp)）として掲げ、5 カ年の新しい中期経営計画を策定
しました。 
会社名：デクセリアルズ株式会社 
本社：栃木県下野市下坪山 1724 
代表者：代表取締役社長 新家 由久 
設立： 2012 年 6 月 20 日 
公式ウェブサイト：https://www.dexerials.jp/ 
中期経営計画：https://www.dexerials.jp/ir/management/plan.html 
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